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副：【重点課題③】環境問題の解決に資する新たな技術シーズの発掘・活用

参加型データベースによる持続可能な資源管理と農村社会形成
に関する研究

課題番号1‐1903
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はじめに（背景・目的）

資
源

量
/
生

産
量

時間

NTFP

森林資源

背景
• 森林減少・劣化を抑止する手段→NTFP（非木材性林産物）に

注目
• とはいえ・・

• NTFPの情報が限られている。
• 木材のような資源管理基準がないので、生産者間で資源

量情報の共有化できる仕組みが必要
• 持続的利用への動機付け、農家間でのネットワーク形成

目標（全体）
• NTFPの持続的な生産・収穫を可能とし、一方で、森林減少や劣化

抑止策にも対応できる相乗便益型モデルを開発・提示する
1. NTFPの資源情報共有システム構築（参加型DB：PDB)
2. 農民が主体的に行える資源管理とは―問題点？
3. 効率的なNTFP生産の実装

Africa 27%

SC America…
W Asia15%

SE Asia 10%

N America 9%

Europa
5%

E Asia…
Unknown…Pacific…

Oceania…

課題番号1‐1903

NTFPに関する文献（1193件）の地域別割合
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サブテーマ 目標 ー Theme Output
サブテーマ1
広島大学
牧野植物園

• 非木材林産物（NTFP）資源の参加型
データベース（PDB）を構築すること、
基盤情報整備を行うこと

• PDB化によるNTFP資源の持続性への
影響を明らかにする

• サブテーマ２，３のリンク
• 自発的自立的資源管理（サブ2）
• サプライチェーンの改善（サブ3）

• NTFP情報収集力の能力開発

→ (1.1) PDBの基盤情報整備とその役割 （NTFP生産と森林
面積減少との関係分析など）

→ (1.2)PDB化による潜在的育成・生産最適域の抽出＊

→ (1.3)空間情報の提供
→ (1.4) 市場―NTFP生産との関係解明（潜在的需要）
→ (1.5)伝統智、栽培・生産方法の技術支援（incentives）

サブテーマ2
早稲田大学

• NTFPの持続的生産にあたっての諸
課題の抽出

• 参加型資源管理実装問題点の抽出

→ (2.1)村落の社会・経済的状態とNTFPへの依存度の検証

→ (2.2)管理プラン作成の際のAction researchの効用の分析

サブテーマ3
国際緑化推
進センター

• 主要NTFP品目のサプライチェーンの
情報整備

• マーケット情報→農民のフィードバッ
ク・技術支援

→ (3.1)流通ルートマップの作成→阻害要因、付加価値情報
の抽出

→ (3.2)高付加価値化、持続的生産技術の提案

目標 各サブテーマの目標とアウトプット
課題番号1‐1903

＊現地への立ち入りが厳しく制限されており、農民の反応の直接調査は困難と考え、代替措置として潜在的効果につ
いての分析を実施した。



4

参加型
NTFP_PDB
システム

NTFP生産と村落の社会・経済状態分析

資源管理上の諸課題抽出
土地利用・住民林業との関連性）

NTFPのサプライチェーンの情報整備
のポイントを探る

NTFPの持続的な生産と森林減少や劣化抑止策にも対応できる相乗便益型モデルの開発・提示

NTFP基盤情報の収集
PDBアプリの開発

民族植物・伝統智情報収集・

分布・育成・民俗学的
データ

Sub3

Sub1

Sub2
NTFP生産者現場での問題

点の抽出

流通マップの作製
マーケット情報→農民へのfeedback
技術支援

Supply chain上の改善点

NTFP－参加型DBの開発

Re
se
ar
ch
 fl
ow

NTFP生産支援のためのキャパビル

NTFP潜在的育成・生産最適域の抽出

NTFP生産―市場情報の関連性の分析

15N

25N

100E

Taunggya village

調査対象地
A: ミャンマー全域
B: 4地域（マンダレー、ネピドー、バゴ、シャン）
C: core site （Taunggya 村）

調査対象地

A

A

B

B

B

C

C
B,C

C

95E

サブテーマ間の関係Research flow



ID/ PW entry
membership

メンバーへのデータ配信

Language option

• NTFP―価格情報
• 潜在的最適育成値情報
• 地域植物データベース検索システム

データ入力画面 位置情報入力
（ポイント、ポリゴン）

Confirm
NTFP位置情
報の確認
送信・提出

③ 植物学標本照合、育成方
法

NTFPの品目
基本情報

位置情報

オペレータによる
データ確認

NTFP‐ODKアプリ

③対象地NTFP DB
• 標本サンプル・同

定
• 伝統智DB

サーバー（クラウド）

メニュー画面
NTFP‐PDB トレーニング

課題番号1‐1903

Sub 1 参加型データベース（PDB）を用いた非木材林産物（NTFP）の持続
的管理に関する研究 （広島大・牧野植物園）

(1.1) PDB (対話式アプリの開発）



 NTFPの情報をデータベース化
 7,488点のフロラ情報と456点のNTFP基盤情報整備

https://makinodatabase.jp

（1.1） PDBの基盤情報整備とその役割
NTFP－PDBの構築（維管束植物・民族植物学データベース）
→農民によるPDB参加へのincentives

植物標本

位置情報

課題番号1‐1903

• NTFPの用途、栽培方法、分布の情報が閲覧可能
• 新たな産品への育成trial, 情報共有のインセンティブ

NTFP‐PDB



a. 市場とのつながり：市場情報・作物を売るための市場とのつな
がり

b. 農民間交流：村人やあ農民間のコミュニケイションを推進
c. 耕作地管理： 耕作地ローテイション・給水源・土地侵食予防）
d. NTFPの保護： 栽培ではなく自然のNTFPの保全に限定

e. NTFPの生産性向上
f. 耕作地の生産性向上： 耕作地全体の生産性
g. NTFP栽培技術：NTFP生産に関するあたらしい技術

の習得
h. 販売に有利： 作物を販売するときのイニシアティヴ
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市場とのつながり 農民間交流 耕作地管理

NTFP保護 NTFP生産性向上 耕作地生産性向上

NTFP栽培技術 売買に有利

a b c d e f g h
a b c
d e f
g h

ODK－NTFPアプリ使用に期待すること

回
答

数

（1.1） PDBの基盤情報整備とその役割

NTFP‐PDB導入への農民の反応



• 焼畑耕作禁止令（2013）
• 土地tenure 制度開始

• 遠隔地での焼き畑廃止
• 常畑化、集中化
• 農地の小規模化
• NTFPの保全

• 潜在的育成最適エリアの
抽出（サブ1）

• 土地利用管理改善の提
案素材（サブ２）

• サプライチェーン改善の
ための生産方法の改善
（サブ3）

調査地core site: 
Taunggya村周辺の状況）

NTFPによる農村基盤の改
善手法の必要性・期待
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課題番号1‐1903

8
焼き畑耕作のパッチ数、面積
の変化（２０１３－２０１８）

15N

25N

95E 100E

Taunggya village

（1.1） PDBの基盤情報整備とその役割
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Sub 1：(1.1) PDBの基盤情報としての役割
NTFP生産と森林面積減少との関係分析

NTFP－森林率（森林減少）の関係
• 森林管理計画－NTFP Data （ミャンマー森林

局）、 Global Forest Watch (2021)より分析

A: 全NTFP品目、B: 薪炭材、タケを除く

A

B• 薪炭材、タケなどの生産地 → NTFP多様性
が低い

• NTFPの多様性が高い場所、森林率が高い

• NTFP生産と多品目化
• →森林保全のDriving forceになり得る
• →NTFP－PDBの整備により自立的資源管

理へのincentiveになり得る

課題番号1‐1903
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Sub 1 Maximum entropy 
modelling approach
生物気象（降水量、平均気温）
＋地形などからmapping

(1.2)PDB化による潜在的育成最適域の抽出
(1.3) 空間情報の提供

潜在的育成最適域＝潜在的
分布域

潜在的生産最適域
（市場へのアクセス性を追加）

PDB利用の効果・意義
• 新たなNTFP生産地の提示が可能
• アクセス性の重要度の認知
• NTFP保全：違法採取への注意喚

起、対処

インドジャボク Rauvolfia
serpentina
キョウチクトウ科
医療目的：

不整脈、抗鬱剤、血圧降下

課題番号1‐1903

Max. value: 0.803

Min. value: 0.015

Max. value: 0.83

Min. value: 0.15

Access性

分布域確認場所
（PDB利用を想定）

Max Ent 
Model＋
気象要因
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サブテーマ 目標 ー Theme Output
サブテーマ1
広島大学
牧野植物園

• 非木材林産物（NTFP）資源の参加型
データベース（PDB）を構築すること基盤
情報整備を行うこと

• PDB化によるNTFP資源の持続性への影
響を明らかにする

• サブテーマ２，３のリンク
• 自発的自立的資源管理（サブ2）
• サプライチェーンの改善（サブ3）

• NTFP情報収集力の能力開発

→ (1.1) PDBの基盤情報整備とその役割 （NTFP生産と森
林面積減少との関係分析など）

→ (1.2)PDB化による潜在的育成・生産最適域の抽出

→ (1.3)空間情報の提供
→ (1.4) 市場―NTFP生産との関係解明（潜在的需要）
→ (1.5)伝統智、栽培・生産方法の技術支援（incentives）

サブテーマ2
早稲田大学

• NTFPの持続的生産にあたっての諸課
題の抽出

• 参加型資源管理実装問題点の抽出

→ (2.1)村落の社会・経済的状態とNTFPへの依存度の検
証

→ (2.2)管理プラン作成の際のAction researchの効用の分
析

サブテーマ3
国際緑化推
進センター

• 主要NTFP品目のサプライチェーンの情
報整備

• マーケット情報→農民のフィードバック・
技術支援

→ (3.1)流通ルートマップの作成→阻害要因、付加価値情
報の抽出

→ (3.2)高付加価値化、持続的生産技術の提案

目標 各サブテーマの目標とアウトプット
課題番号1‐1903



参加型データベース（PDB）を取り入れた自立型村落社会の形成と
非木材林産物（NTFP）生産の研究 （早稲田大学）

12

調査対象地（土地利用方法の異なる3つ
の農山村地域）の基礎情報の収集・整理

主要な調査対象地Taunggya村の
自然資源マップとその特徴の分析

参加型資源管理と親和性のある
Community Forestry（CF）分析

住民の属性（民族や移民経歴）を
踏まえ、セーフティーネットとして
のNTFPsの分析

NTFPの持続的生産を含むCFの

効果的な導入・実践における
Action Research適用の分析

【研究目標】 NTFPの持続的生産のた
めの自立型村落社会を形成・構築

研究手順

地域特性を踏まえたNTFPを含む

自然資源への依存度の定量化
（⇒NTFPの持続的生産にあたっ
ての課題分析等）

参加型森林管理の実装にあたっ
ての問題点の抽出、その対応に
あたってのAction Researchの効
用分析、及びマニュアル開発

Sub 2
課題番号1‐1903

背景
• NTFP－農民の生活水準アップと森林保全に効果がある・・・とはいえ、
• 社会経済的に不均質性の高い農村で画一的な実装・支援を行うことに問題は？

NTFPの持続的生産諸
課題の抽出



参加型データベース（PDB）を取り入れた自立型村落社会の形成と非木材林産物（NTFP）生産の研究
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村の中心から半径5kmの土地被覆を分析
⇒焼畑地は減少傾向。NTFPsへの依存度は継
続して大きい。

2020

森林率95.5%

2013

森林率92.4%

移民時期
年平均収入（kyat/世

帯）
NTFPs収入割合

（%）

2008年以前 3,775,363 25.6

2009-2013 3,836,054 12.3

2014年以降 1,994,102 15.3

(1kyatト＝0.00056 USD)

移住時期によりNTFPsへの依存度が異なる。
⇒2009年以降の移住者はNTFPsから十分な収
入を得られていない（NTFPsの高度利用による
セーフティーネット化が重要）。

説明変数 B 有意水準 Exp. (B)

定住者か移住者か（カテゴリ） 1.443 0.003 4.233

世帯主の年齢 ‐0.035 0.021 0.965

農地面積（acre） 0.044 0.335 1.045

土地利用の協議参加（5段階） ‐0.252 0.094 0.777

村での協働への参加（5段階） 0.070 0.631 1.073

Constant ‐0.820 0.476 0.440

従属変数「世帯収入についての満足度」は移住
者の方が高いものの、移住してからの期間に
よって大きく異なる。また、「土地利用への協議
参加の状況」でも異なる。

⇒アカデミアが参加するアクションリサーチで参
加型・自立型の促進が重要になる。

 異なる属性の地域住民が参加するCFにおいて、
住民間のBonding Social Capitalが重要になる。

 NTFPsの高度化のため、中央政府とのBridging 
Social Capitalを強化することが重要になる。

 以上を「NTFPユーザーズマニュアル」として提
示。

先行研究のSystematic 
reviewからも補足

Sub 2

15N

25N

禁伐令

課題番号1‐1903

100E95E

Taunggya village

住民林業（CF）
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サブテーマ 目標 ー Theme Output
サブテーマ1
広島大学
牧野植物園

• 非木材林産物（NTFP）資源の参加型
データベース（PDB）を構築すること基盤
情報整備を行うこと

• PDB化によるNTFP資源の持続性への影
響を明らかにする

• サブテーマ２，３のリンク
• 自発的自立的資源管理（サブ2）
• サプライチェーンの改善（サブ3）

• NTFP情報収集力の能力開発

→ (1.1) PDBの基盤情報整備とその役割 （NTFP生産と森
林面積減少との関係分析など）

→ (1.2)PDB化による潜在的育成・生産最適域の抽出

→ (1.3)空間情報の提供
→ (1.4) 市場―NTFP生産との関係解明（潜在的需要）
→ (1.5)伝統智、栽培・生産方法の技術支援（incentives）

サブテーマ2
早稲田大学

• NTFPの持続的生産にあたっての諸課
題の抽出

• 参加型資源管理実装問題点の抽出

→ (2.1)村落の社会・経済的状態とNTFPへの依存度の検
証

→ (2.2)管理プラン作成の際のAction researchの効用の分
析

サブテーマ3
国際緑化推
進センター

• 主要NTFP品目のサプライチェーンの情
報整備

• マーケット情報→農民のフィードバック・
技術支援

→ (3.1)流通ルートマップの作成→阻害要因、付加価値情
報の抽出

→ (3.2)高付加価値化、持続的生産技術の提案

目標 各サブテーマの目標とアウトプット
課題番号1‐1903



• タケノコ、コンニャク、ウコン、
カルダモン→中国への依存度
が高い。

• ヤダケガヤ（ホウキ）の輸出は、
2014年以降、マレーシア、韓

国、インド、パキスタンなどへ、
バランスよく拡大したことが明
らかになった。

• 禁伐令発出（2013）、NTFPへ
シフト、NTFPの多角化

Sub 3
NTFP関連品の輸出額の変化
と最近の輸出相手国

中国

マレーシア

バングラ

パキスタン

2013

課題番号1‐1903

禁伐令



2022/7/26 Hiroshima Univ

Output Academic research
• 誌上発表（既発表）3報、査読中（revision でaccept、＋6報）
• 査読無し（4報）
• 口頭発表（国際学会含む）：13報
• 国民との対話（公開シンポなど）：3件
Administrative installation
• 技術支援→マニュアル作成→森林管理官などを通じて普及
• ミャンマー森林資源管理10か年計画（2016‐2025）へのNTFP資源有効

活用情報のインプット
• 森林保全（Cストック量担保）→住民便益を損なわない緩和策の推進

課題番号1‐1903
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サブテーマ 目標 ー Theme Output
サブテーマ1
広島大学
牧野植物園

• 非木材林産物（NTFP）資源の参加型
データベース（PDB）を構築すること基
盤情報整備を行うこと○

• PDB化によるNTFP資源の持続性への
影響を明らかにする〇

• サブテーマ２，３のリンク
• 自発的自立的資源管理（サブ2）○
• サプライチェーンの改善（サブ3）○

• NTFP情報収集力の能力開発◎

→ (1.1) PDBの基盤情報整備とその役割 （NTFP生産と森林面
積減少との関係分析など）

→ ミャンマー全域で情報収集・分析ができた
→ (1.2)PDB化による潜在的育成・生産最適域の抽出
→ 潜在的な効果について分析できた。
→ (1.3)NTFP空間情報→他地域（ミャンマー以外）へ外挿できた。
→ (1.4) 市場―NTFP生産との関係解明（潜在的需要）
→ (1.5)伝統智、栽培・生産方法の技術支援（incentives）
→ 想定以上の資料、標本を収集・公開できた

サブテーマ2
早稲田大学

• NTFPの持続的生産にあたっての諸課
題の抽出○

• 参加型資源管理実装問題点の抽出○

→ (2.1)村落の社会・経済的状態とNTFPへの依存度の検証
→ 貧困度、移住などの具体的要因が提示できた
→ (2.2)管理プラン作成の際のAction researchの効果が実証で

きた

サブテーマ3
国際緑化推
進センター

• 主要NTFP品目のサプライチェーンの情
報整備○

• マーケット情報→農民のフィードバック・
技術支援○

→ (3.1)流通ルートマップの作成
→ 阻害要因、付加価値情報の抽出できた
→ (3.2)高付加価値化、持続的生産技術の提案
→ 効率的な生産方法の提案ができた
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